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今回発表の 

事業所や 

サービスの 

紹介 

あゆみえんは青梅市東部にある成木地区に位置し、周囲を山間、清流に囲まれ

た自然豊かな施設です。平成３年４月に開設し、施設利用者 160 名、短期入居

利用者 10 名、居宅介護支援事業所、訪問介護・看護などの在宅サービスを行っ

ています。また、ＩＳO9001（品質管理）、14001（環境管理）を認定取得し、

業務、サービスの標準化を図り、利用者に信頼される施設を目指しております。 

 

《１．研究前の状況と課題》 

当施設においては、歌、体操、カードゲー

ムのグループレクリエーションしか実施して

おらず、個別レクリエーションが行えていな

かった。 
 

《２．研究の目標と期待する成果・目的》 

利用者個々の出来ることをアセスメント

し、「以前の生活習慣を取り戻す」ことを目標

とした。 

また、個別レクリエーションを実施するこ

とで、利用者一人ひとりが自分らしさを発揮

し、それを通じて自尊心を高め、他利用者と

の関係性や役割を感じられるようになること

で認知症予防になると期待し取り組んだ。 
 

《３．具体的な取り組みの内容》 

利用者個々の出来ることを再アセスメント

し、個別レクリエーションの拡充、グループ

レクリエーションの充実を図る。個別レクリ

エーションについては、学習療法や利用者

個々の趣味（手芸や散歩など）、利用者から一

緒に行いたいと希望のあったデイルーム掃き

掃除、テーブル拭き、食事用エプロンたたみ

を実施する。グループレクリエーションにつ

いては歌、体操、カードゲームだけでなく、

女性の利用者を中心に、個別の洗濯物を干す

作業や洗濯物を畳む作業を実施する。 

変化を比較するため、開始前と開始後のＦ

ＡＢ（前頭葉機能検査）、ＭＭＳＥ（認知機能

検査）の検査を行い比較する。 

 《４．取り組みの結果と考察》 

個別レクリエーションを実施した方につい

ては、開始前のＭＭＳＥが６点、開始後の

MMＳＥが 10 点と向上が見られた。関わり

の部分では、他利用者との関わりが少なかっ

た利用者がレクリエーションをきっかけに他

利用者と関わりを持つようになった。 

グループレクリエーションを行った方につ

いては、開始前のＭＭＳＥが５点、開始後の

ＭＭＳＥが９点と向上が見られ、生活リズム

が出来、時間になると自ら洗濯物を干したり、

畳んだりするようになった。 

また、同じ趣味を持つ方同士のコミュニケー

ションが増え、共同作業を行うようになった。 

 

《５．倫理的配慮に関する事項》 

なお、本研究発表を行うにあたり、ご本人

（ご家族）に口頭にて確認をし、本研究発表

以外では使用しないこと、それにより不利益

を被ることはないことを説明し、回答をもっ

て同意を得たこととした。 
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